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C 34 調 理 済 み・ 半 調理 済 み 食品 の利 用 実態 調 査

大 阪 成蹊 短 大 ○山 本 友 江 ゛山 口 女 大家 政　 足 立蓉 子　 広島 中 央 短大　 大 下 市子

新 潟 大 教育　 勝田 啓 子　 山口 大 教育　 五 島 淑 子

目 的　 調 理済 み・ 半 調 理 済 み食 品 の利 用につ い て1984 年 に 調 査' ）を 行 い、6 年 経 過し た が、

こ れら 食品（力開 発は ます ま す盛 ん で、 ス ーパ ー等 の 店 頭 には 従 来 の食 品 群 の中 に 新 製品 が

続 々と 登 場し てい る。 家 庭を と り ま く 食環 境 は大 き く 変化 し 続 けて お り、 主婦 が どの よ う

に 考え 対 処し て い る か知 るこ と は、 食生 活 の 方向 を み る 上で 重 要で あ る。 そこ で、 今回 対

象 食品 を 追加 し、 前回 と 同 様の ア ンヶ －卜 調 査を 行 い 実 態を 調 べ た。

方 法　 調 査時 期；　1990 年 ６ 月　 対 象 者；　新 潟県 ・ 大 阪 府・ 広 島 県・ 山 口県 在 住の30 ～50 才

代 主婦　 調 査項 目；　生活 概 況、 食 事 状 況、 調 理 済 み・ 半 調 理済 み食品（ そ うm.  15 種、 冷 凍

食品10 種、 レ ト ルト 食品 ５ 種、 イ｡ン ス タント 食品4 種、 持ち 帰 り 食品 ５ 種、 配達（デ リ バ

リ ー）食 品 １種、 電 子レ ン ジ 専 用食 品２ 種　 合 計42 種 ） の 利 用

結 果　 有 効回 答 数1  149 部、 回 収率63.6 ％ で あ っ た。

①生 活 概 況：　家 族 人 数、 家 族構 成、 調 理担 当 者 の職 業 の 有無　 ② 食 事状 況：　各食 事毎 の

主食 の 種 類、 食 事 を 作る 時 の 注意 点、 夕 食の 調 理時 間、 外 食の 回数　 ③調 理 済 み・ 半 調

理 済 み食 品の 利 用：　各食 品 群ご と の 利 用数（ 週3  ~ 4 回、 週１ ～２ 回、 月 １～ ２ 回利 用･

と 利 用 せず に分 類 ）、 利 用 す る 食事 時、 主 な 購 入 場所、 最 初に 購 入し た動 機、 続け て 購

入 す る理 由、 購入 し ない 理由

こ れ ら 食品 の利 用に つ いて、 家 族 構 成、 調 理担 当 者 の年 代・ 就業 の 有 無、 地 域 に よる 相 違

が 認 め ら れた。

1 ） 大下 市 子、 山本 友 江、 五 島 淑 子；　栄 養 学雑 誌　1ヱ273 ～282（1989)
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